
担当課 予算計上額 頁

1 市制施行３０周年記念関連事業 新規 秘書広報課 100
51
～
52

2 市民活動支援事業 継続
地域まちづくり

支援課
4,672

54
～
55

3
行政サービス協働化事業
（はなてぃアクション）

継続
地域まちづくり

支援課
280

54
～
55

4 住民センターあり方検討事業 継続
地域まちづくり

支援課
486 69

継続 市民福祉課 6,391
65
～
67

新規 生活支援課 20,346 73

継続 介護保険課 19,223 208

6 障がい福祉計画策定事業 継続 市民福祉課 5,367
65
～
67

7
【一般会計・介護保険特別会計】
介護予防拠点事業

新規 介護保険課 55,346 69・205

8
予防接種実施事業
（三種混合任意接種事業）

拡充 健康増進課 2,616 83

9
母子保健事業
（多胎児妊婦健診受診券追加配布事業）

拡充 健康増進課 50 85

10
【国民健康保険特別会計】
データヘルスシステム構築事業

新規 保険年金課 2,399 163

11

【介護保険特別会計】
第８期高齢者保健福祉計画及び介護保険事業計
画策定事業

継続 介護保険課 6,270 199 ・205

12
防犯対策調整連絡費
（防犯カメラ設置事業）

拡充 生活環境課 773
53
～
54

13 消防団活動事業 拡充 危機管理課 450 103

14
消防施設維持管理費
（耐震性防火水槽設置工事）

新規 危機管理課 17,849 104

15
公立保育所運営費
（石田保育所等片持スラブ等補強工事）

継続 こども家庭課 16,006 77

16 長寿命化個別計画策定事業 新規 教育総務課 16,500 107

17 英語劇鑑賞事業 新規 学校教育課 1,000 107

18 外国人英語指導助手配置事業 新規 学校教育課 28,081
107
～
108

19 学校水泳の充実推進事業 新規 学校教育課 2,204 108

20 公立幼稚園施設整備事業（繰越） 新規 教育総務課 67,400
114
～
115

21
水産業振興事務費
（「聞き書き甲子園」）

新規 農林水産課 109 94

22 はんなん旨いもん事業 見直し まちの活力創造課 1,295 95

23 市内企業活性化支援事業 新規 まちの活力創造課 1,500 95

24 海洋教育推進事業 新規 学校教育課 3,000 108

25 道路改修事業費（計画分） 見直し 土木管理室 155,566 99

26 尾崎駅整備及びまちづくりプロジェクト事業 拡充 都市整備課 1,000
101
～
102

27 山中渓駅及び周辺整備事業 継続 都市整備課 4,000 102

28 ふるさとまちづくり応援寄附感謝事業 継続 まちの活力創造課 376,406
48
～
51

29 総合計画策定等事業 継続 行政経営室 2,401
51
～
52

5

高齢者等の現状や課題、介護給付分析等を行い、今後の国の動向等を見据えなが
ら、本市の特性に応じた計画を策定する。

【一般会計・介護保険特別会計】
共生の地域づくり推進事業
生活困窮者自立支援事業
就労準備支援事業
学習支援事業
生活支援体制整備事業
（地域共生社会推進事業）

ふるさと応援寄附の一層の推進を図るため、１回につき5千円以上寄附をした方に
対し、寄附金額に応じた返礼品を贈呈する。（市外在住者に限る）また、集まっ
た寄附金をふるさとまちづくり応援基金に積立て寄附者の希望する事業への財源
として充当する。

府道の拡幅に伴い、建て替えする山中渓駅舎の外装及び擁壁の設計費を負担す
る。

第７章  　持続可能な発展を支える行政経営のまち

阪南市立地適正化計画の「公共交通利用促進のための施策」を推進するため、尾
崎駅の交通結節機能向上に向け、鉄道事業者とともに駅整備を進める。
また、「都市機能誘導のための施策」を推進するため、若年層の流入をとりこみ
つつ、都市機能誘導区域内で、官学連携によるまちづくりを進める。

第4次障がい者基本計画及び第6期障がい福祉計画、第2期障がい児福祉計画を策定
し、地域生活課題を明らかにするとともに、その解決のために必要となる施策に
ついて、目標を設定し、計画的に整備していく。

日本財団等が主催する海洋教育パイオニアスクールプログラムを活用し、市内の
学校園における海洋教育を推進する。

現総合計画が令和３年度までの計画であることから、策定に向けての事前準備等
に取り組む。

英語を主題とした劇の鑑賞会を開催することを通して、英語教育を推進する。

単胎児妊娠より定期健診の受診回数が頻回となる多胎児妊娠の方に対して5回分の
受診券を追加配布することにより、経済的負担を軽減し、定期健診を促すこと
で、母体と胎児の健康を守る。

第４章  　生涯にわたり学び、地域に還元できるまち

道路・橋梁を適切に維持管理するため、更新が必要な箇所を選定し、国の交付金
（社会資本整備総合交付金)等を活用し、更新工事を行い、長寿命化を図る。

市営プールの閉鎖に伴い、当該市営プールを利用して水泳学習を行っていた学校
園を対象に、他のプール等を活用した委託事業を実施する。

JETプログラムを活用し、小中学校に外国人を派遣することにより、英語教育の推
進を図る。

公共施設等総合管理計画に基づく個別施設計画を策定する。

第５章  　地域資源を活かした、にぎわいのあるまち

はんなんの海の魅力を全国に発信し、はんなんの海で続いてきた漁業という営み
について、次世代をになう高校生に繋いでいくことを目的に、「聞き書き甲子
園」に協力市町村として参加する。

第６章  　美しい自然と調和し快適に暮らせるまち

地場産品の魅力等を掘り起こし、その魅力等をＷＥＢサイト等を活用し広くＰＲ
する。

市内企業のビジネス開拓等を支援し、新たなビジネス展開を生み出し、地域経済
の活性化に資するために要する対象経費の一部を補助する。

令 和 ２ 年 度　 主 要 事 業 一 覧（案）
（単位：千円）

事    　　業　　    名 事　    業    　内    　容

第１章　  おもいやりとふれあいがあふれる活気のあるまち

市制施行３０周年という大きな節目を市民と祝うとともに、本市の末永い発展に
むけ、１０年先、２０年先を見据えた新たなまちづくりのきっかけとなるように
する。

これまで行政が担っていた事務事業を公開することで、民間事業者等の知恵とア
イデアを活かした新たな事業提案を募集し、提案された事業を公民が連携して実
施する制度の運用を行う。

市民活動センターにおいて、社会活動、市民活動に参加したいと思っている方に
市民活動に関わる環境を作り、出会いの機会の提供や市民活動の基礎知識を学ぶ
機会を提供することにより、担い手育成につなげる。また、はんなん共創事業プ
ランコンペを実施し、地域課題を解決したいという方々の支援を行う。

はあとり幼稚園の耐震補強及び老朽化対策工事を実施し、まい幼稚園に空調機器
を設置する。

今後、長期的展望から住民センターを持続可能な施設として運営できるような具
体的な手法を検討するため、審議会を運営する。

第２章　  健やかに、いきいきと自立して暮らせるまち

犯罪・交通事故等の捜査への協力を図り、犯罪発生の抑止力を強化するため、新
たな防犯カメラを設置する。

身近な地域で介護予防活動に参加できる共生型の拠点として、住民主体で取り組
む介護予防活動や介護予防教室の展開などを行う。

石田保育所と下荘保育所の補強が必要とされる箇所の耐震補強工事を行う。

二種混合定期接種の代わりに、希望者には三種混合任意接種を行うことで、百日
咳の予防を強化する。

国保連合会より配布されるＫＤＢ突合データを活用し、保険者が保険事業をより
有効的に実施するため、データヘルスシステムを構築し、事業の推進を図る。

第３章　  いつまでも安全に、安心して暮らせるまち

女性消防団員の登用を進め、さらなる地域防災力の向上を図る。

火災時における市民の生命・財産を守るために安定的な消防水利の確立を行う。

「共生の地域づくり」を推進していくため、各課所管の地域福祉に関連する事業
の再編・統合を行い、地域住民の複雑多様化した支援ニーズに対応する包括的な
支援体制（断らない相談支援・参加支援・地域づくりに向けた支援）の構築を推
進する。
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